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第
１
章　
「
安
寧
の
都
市
」と
は
な
に
か

　工学研究科・医学研究科が共同で設立した「安寧の都市ユニッ
ト」は、関係する研究科長や専攻長をはじめとする学内教員の尽
力により、2010年4月に設立をみた。そこにいたるまでには、医
工の学内教員のあいだで、数年間にわたる幾度もの議論が積み
上げられてきた。そして、健康医学と都市系工学を融合した新
しい学問領域「人間健康都市科学」の創成、徹底した問題発見型
の「臨地教育」とプロジェクト提案型の「デザイン教育」をつうじ
た人材育成、地域連携などを柱とするユニットの教育理念と目
標、育成すべき人材像とそれに応じたカリキュラムなどが練り
上げられ、実現されたのである。
　これまでほとんど接点をもたなかった医学（健康医学）と工学
（都市系工学）の連携・融合という、京都大学における全国的に
も希有な試みは、この5年間でなにをもたらしたのか。
　第1章では、ユニット設立以前の議論や当初の理念・目標等を
踏まえつつ、この5年間の歩みをふりかえり、改めて「安寧の都
市」とはなにかを考える。鼎談では、ユニットの設立とその後の
研究・教育プログラムの運営に中心的に携わってきた、正副ユ
ニット長および学内教員9名が、ユニット運営をつうじて得た
あらたな発見や成果、反省点や今後の展望などを、医工の教員
を交えた3人ずつの鼎談形式で、自由に語り合った。
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2章
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第
２
章　

研
究
と
実
践
か
ら
導
か
れ
る「
安
寧
の
都
市
」論

　第2章「研究と実践から導かれる『安寧の都市』論」では、ユニッ
トに携わった教員・研究員・履修生が「安寧の都市」の実現に向
けたビジョンや取り組んできた研究・実践の成果を報告する。
　安寧の都市ユニットの設立からこの5年間、その教育・研究・
実践に携わってきた教員・研究員は、それぞれの専門分野の、あ
るいは医工連携・融合型の研究や実践をつうじて、また履修生
は実践プロジェクトにおける研究やその後の実践をつうじて、
「安寧の都市」の構築にかかわる理論や方法論を深めてきた。
　その切り口は、ユニットにかかわった研究者や履修生の数だ
け多様性に富んでいる。たとえば、「人」の心身の健康（認知・運
動機能、災害時ストレス、感性等）、それを支える強靱な「社会」
のあり方とそのシステム（先制医療、災害医療、在宅医療・介護、
出産環境、都市交通・物流、人道援助ロジスティクス、コミュニ
ティ、ガバナンス等）、それらの基盤となる「環境」の保全・創造
のあり方（地震防災、都市アメニティ、景観等）などである。
　これらは、直接的な医工連携・融合のかたちを必ずしもとっ
ていない。しかし、これらが相互に密接に関連しつつ、その先に
つうずる「安寧」なまちづくりへの萌芽を、読者に感じとっても
らうことができれば幸いである。
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